
実る果実 集う人
〜耕作放棄地からにぎわいを生む果樹の里山へ〜

　農業を営む人の高齢化や後継者不足による「耕作放棄地」が全国で増加してい
ます。そんな耕作放棄地を地元住民や学生らが協力し、地域内外の人が集まる場
所へと生まれ変わらせた、鹿野町河

こ う ち
内集落の「果樹の里山」を取材しました。

地
域
を
守
り
た
い 

と
い
う
思
い
か
ら

　
鹿
野
町
河
内
に
、
お
よ
そ
８
５
０
本

の
果
樹
が
植
え
ら
れ
た
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
さ
の
果
樹
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
所
は
以
前
、
耕
作
放
棄
地
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
た
場
所
で
し
た
。

　
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄

地
は
本
市
で
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

河
内
集
落
の
住
民
も
、
増
え
て
い
く
耕

作
放
棄
地
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
平
成
26
年
に

地
域
住
民
と
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い

ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

は
、
農
地
が
荒
廃
し
、
豊
か
な
農
村
風

景
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
何
と
か
食
い
止

め
よ
う
と
立
ち
上
が
り
、
耕
作
放
棄
地

を
果
樹
園
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
を
進
め
る
中
で
、
耕
作
放

棄
地
を
果
樹
園
へ
転
換
す
る
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、「
地
域
全
体
を
体
験
農
園

に
」「
果
樹
を
使
っ
た
商
品
開
発
」「
空

き
家
活
用
に
よ
る
滞
在
交
流
施
設
の
整

備
」
な
ど
、
地
域
一
帯
に
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
計

画
し
、５
年
間
の
「
果
樹
の
里
山
計
画
」

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

たくさんの人が
集うことを願い、
協議会メンバー
や大学生たちが
手 作 業 で リ ノ
ベーションして

完成した拠点施設「里山ベース」。

果樹園の中で最初に実をつけたイチジ
クを使って、ジャムやドライフルーツ
などの加工品の販売を開始。

長い間人の手が入らず雑草が生い茂っ
たエリアもあった耕作放棄地を、多く
の人の手で除草し果樹が植えられるよ
う整備しました。

地
域
や
学
生
と
協
力
し
て

進
め
て
き
た
５
年
間

　
果
樹
の
里
山
計
画
は
、
地
域
住
民
や

行
政
、
大
学
生
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と
な

り
結
成
さ
れ
た「
果
樹
の
里
山
協
議
会
」

を
中
心
に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当

初
は
住
民
の
中
で
も「
実
現
は
無
理
だ
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
が
「
農
地
を
守
り
た
い
」

と
い
う
思
い
を
伝
え
活
動
を
行
う
う
ち

に
地
元
住
民
へ
の
理
解
も
深
ま
り
、
農

地
の
無
償
貸
与
を
了
承
し
て
く
れ
た
と

い
い
ま
す
。
ま
た
心
配
さ
れ
た
資
金
面

も
、
国
の
補
助
金
の
採
択
を
受
け
た
こ

と
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
の
１
年
目
は
、
耕
作
放
棄
地
の

除
草
や
畝う

ね

作
り
、
農
道
の
舗
装
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
除
草
作
業
を
開
始
し
た

の
は
夏
の
時
期
で
、
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
炎
天
下
で
も
連
日
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
週
末
や
長
期
休
暇
に
は
、

取
り
組
み
に
共
感
し
た
学
生
や
地
域
の

人
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
畝
作
り
が
終
わ
っ
た
１
年
目
の
秋

に
、
イ
チ
ジ
ク
や
栗
、
柿
な
ど
の
果
樹

の
苗
お
よ
そ
２
３
０
本
を
植
え
ま
し

た
。
こ
の
苗
植
え
に
も
、
大
学
生
や
子

ど
も
た
ち
な
ど
、
多
く
の
人
の
協
力
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
翌
年
以
降
も
、

と
き
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
形
で
除

草
や
苗
植
え
を
行
い
、
現
在
で
は
12
品

種
が
育
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が 

訪
れ
る
場
所
へ

　
現
在
果
樹
園
で
は
、
毎
年
多
く
の
果

実
が
実
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
の
直
売

所
で
販
売
し
た
り
、
加
工
品
を
市
内
や

大
阪
の
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
は
、
果
樹
園
付
近
に

あ
っ
た
旧
公
共
施
設
を
自
分
た
ち
で
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
果
樹
の
里
山
の
拠

点
施
設
「
里
山
ベ
ー
ス
」
が
完
成
。
果

樹
園
で
採
れ
た
も
の
を
加
工
す
る
調
理

場
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
、
ピ
ザ
窯
も
作
り
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
い
、
果
樹
の
里
山
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
協
議
会
が
初
め
て
主
催
し
た

イ
ベ
ン
ト
「
果
樹
の
里
山
ま
つ
り
」
で

は
、
地
域
内
外
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
が

果
物
狩
り
や
直
売
市
な
ど
、
果
樹
の
里

山
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
河
内
集
落
は
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
場

所
か
ら
「
地
元
を
守
り
た
い
、
元
気
に

し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
よ
り
、
地
域

内
外
の
人
と
つ
な
が
る
場
所
に
姿
を
変

え
ま
し
た
。
今
後
も
果
樹
の
里
山
の
活

力
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
に
注
目
で
す
。

仮

「果樹の里山」
ウェブサイト

問 本庁舎農村整備課 農村整備課  08570857--3030--8316 8316  0857 0857--2020--30433043

　地域共同で行う、多面的機能を支える活動や、地域資源（農地、水路、農道など）の質的向上
を図る活動を支援します

【対象となる組織】　農業者およびその他の人 ( 地域住民、団体など ) で構成される活動組織など
【対象となる活動】
■ 農地維持支払…農地法面の草刈り、水路の泥上げ、農道の路面維持など
■ 資源向上支払…水路、農道、ため池の軽微な補修、景観形成や生態系保全、鳥獣被害防止対策など
　　　　　　　　 ⽼朽化が進む水路、農道などの長寿命化のための補修など
※詳細は問い合わせ先、または右の QR コードから本市公式ホームページでご確認ください。

多面的機能支払交付金のご案内 　農業・農村活性化のための交付金をご活用ください！

鹿野町河内鹿野町河内
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